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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子は、受容体チロシンキナーゼファミリーに属するタンパク質をコードする。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってαサブユニットとβサブユニットに分化し、ヘテロ四量体受容体を形成する。インスリンまたは他のリガンドがこの受容体に結合すると、インスリンシグナル伝達経路が活性化され、グルコースの取り込みと放出、ならびに炭水化物、脂質、タンパク質の合成と貯蔵が調節される。この遺伝子の変異は、A型インスリン抵抗性症候群、ドノヒュー症候群、ラブソン・メンデンホール症候群といった遺伝性重症インスリン抵抗性症候群の根底にある。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2015年10月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ラット子宮細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をインスリン受容体βウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

